
一
九
一
七
年
五
月
、
第
三
次
中
央
ア
ジ
ア
探
険
の
一
環
と
し
て
カ
ラ
ホ
ト
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
卿
は
、
八
日
間
に

わ
た
り
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ
の
第
三
次
探
険
で
得
た
木
簡
残
紙
は
計
六
○
七
点
。
そ
の
解
読
・
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
学
者
ア
ン
リ
・

マ
ス
・
ヘ
ロ
に
委
ね
ら
れ
、
マ
ス
ペ
ロ
の
獄
死
後
、
公
刊
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
の
一
つ
に
印
刷
本
医
書
の
残
紙
が
あ
る
。
マ
ス
ペ
ロ
は
そ
の
何
物
た
る
か
に
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
筆
者
は
こ
の
た
び
同
残
紙
が

『
千
金
方
』
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
特
定
し
、
し
か
も
従
来
存
在
の
知
ら
れ
て
い
な
い
版
種
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
『
千
金
方
』
の
書
誌
研

（
一
）

究
上
、
あ
る
い
は
西
域
出
土
文
書
研
究
上
い
さ
さ
か
有
意
義
な
知
見
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
報
告
す
る
。

カ
ラ
ホ
ト
は
漢
字
で
黒
城
も
し
く
は
黒
水
城
と
記
さ
れ
、
中
国
甘
粛
省
北
部
エ
チ
ナ
川
の
東
に
位
置
す
る
中
国
中
世
の
古
城
趾
で
あ
る
。
近

世
そ
の
存
在
は
忘
れ
去
ら
れ
た
が
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
に
か
け
て
欧
州
の
探
険
家
ｌ
ロ
シ
ア
の
ポ
タ
ー
｜
ラ
、
コ
ズ
ロ
フ
、
ィ

研
究
ノ
ー
ト

は
じ
め
に

カ
ラ
ホ
ト

カ
ラ
ホ
ト
出
土
マ
ス
ペ
ロ
文
書
Ｍ
四
七
八
に
つ
い
て

ｌ
未
宋
改
元
刻
『
千
金
方
』
の
存
在
Ｉ

距
癖
罐
極
葬
寒
醒
壁
一
汁
匿
藷
年
号
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
受
付

小

曽
戸
洋
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ス
タ
ィ
ン
が
第
三
次
中
央
ア
ジ
ア
探
険
の
際
発
掘
し
た
カ
ラ
ホ
ト
出
土
文
書
の
研
究
は
、
先
述
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ス
・
ヘ
ロ
に
委
嘱
さ

れ
た
。
そ
の
成
果
は
冒
届
、
己
○
○
口
更
冒
ｚ
弓
の
○
国
胃
ｚ
ｏ
届
己
国
Ｆ
シ
弓
両
○
扇
冒
曼
属
国
×
㈲
国
口
胃
目
ｏ
ｚ
ｐ
国
閏
閃
シ
ご
開
国
Ｆ
の
目
冒
ｚ
国
ｚ

少
の
目
○
国
ｚ
弓
”
シ
Ｆ
国
（
ス
タ
ィ
ン
卿
第
三
次
中
央
ア
ジ
ア
探
険
中
国
文
献
）
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
戦
後
一
九
五
三
年
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
出
版
さ
れ

（
一
一
）

た
。
同
書
に
は
三
種
の
医
学
文
献
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
同
書
一
九
七
頁
所
載
の
恥
四
七
八
と
番
号
づ
け
ら
れ

る
紙
片
で
あ
る
。

ギ
リ
ス
の
ス
タ
イ
ン
ら
に
よ
っ
て
調
査
・
発
掘
さ
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
ラ
ホ
ト
は
タ
ン
グ
ー
ト
族
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
西

夏
（
一
○
三
八
’
二
三
七
）
の
と
き
出
現
し
た
都
市
で
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
よ
っ
て
陥
落
さ
れ
て
以
降
も
亦
集
乃
（
エ
チ
ナ
）
と
し
て
繁
栄
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
元
代
の
遺
品
が
出
土
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
せ
ら
れ
る
。
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
も
当
地
を
訪
れ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
や
が
て
カ
ラ
ホ
ト
は
十
四
世
紀
末
に
流
沙
の
中
に
埋
没
す
る
。

カ
ラ
ホ
ト
か
ら
出
土
し
た
漢
字
版
本
の
医
書
と
い
え
ば
、
ま
ず
宋
元
の
刻
本
と
桑
て
よ
い
。
し
か
ら
ぱ
現
伝
の
諸
テ
キ
ス
ト
と
照
合
す
れ

マ
ス
ペ
ロ
の
説
明
に
よ
る
と
、
同
紙
は
印
刷
本
で
縦
九
○
ｍ
、
横
七
○
叫
次
の
文
字
が
あ
る
と
い
う
。

…
…
○
弦
即
胃
痒
而
痛
所
○
○
○
／
…
…
胃
痒
心
痛
者
以
其
○
○
○
／
・
・
…
・
○

胃
痒
喘
息
之
病
歎
唾
背
痛
／
…
…
雲
湯
主
之

蕊
辛
辞
生
薑
諏
枳
殼
禮
／
…
…
服
一
升
日
三
…
…

（
一
二
）

喧
寒
習
人
如
痒
喉
中
渋
燥
／
：
…
・
参
○
○
○
○
半

未
宋
改
「
千
金
方
』
と
の
同
定

マ
ス
ペ
ロ
恥
四
七
八
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ぱ
、
こ
れ
を
特
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、
作
業
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
『
千
金
方
』
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
認

め
た
。
版
本
特
定
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
『
千
金
方
』
の
版
本
系
統
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
以
下
簡
単
に
説
明
す
る
。

．
：
…
④
唐
写
本
…
一
…
⑧
北
宋
林
億
ら
初
刊
本
…
．
：
◎
南
宋
紹
興
刊
本
…
…
◎
元
刊
本
…
…
後
代
流
布
諸
版
本

（
一
○
六
六
）
（
二
四
七
頃
）

．
：
…
…
：
：
…
…
：
…
⑥
南
宋
未
宋
改
坊
刻
本
…
…
…
：
⑦
｜
覆
宋
未
宋
改
元
刻
本
一

（
八
）

図
ａ
宋
改
本
『
備
急
千
金
要
方
』
巻
十
三
胸
・
第
七
の
首

版
…
１
１

画
①
。
争
今
や
①
①
●
■
●
。
●
ｂ
■

■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
ｐ
０
。
、
１
４
８
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｑ
０
Ｉ
７
ｊ
ｌ
０
■
』
Ｊ
・
１
１
１

申
Ｂ
ｇ
●
参
■
■

．
…
：
…
：
…
．
。
…
…
…
…
・
・
・
…
⑥
日
本
古
抄
零
（
真
本
千
金
方
）

（
四
）
（
五
）

右
の
系
統
図
は
そ
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
六
五
○
年
代
に
孫
思
遂
に
よ
っ
て

著
わ
さ
れ
た
『
千
金
方
』
全
三
十
巻
は
、
④
唐
写
本
に
よ
っ
て
書
き
伝
え
ら

れ
、
い
つ
し
か
い
く
つ
か
の
異
本
を
生
じ
た
。
北
宋
に
至
り
、
林
億
ら
儒
臣
は

勅
を
奉
じ
、
国
家
に
伝
わ
っ
た
数
種
の
異
本
を
校
勘
し
、
定
本
を
作
製
し
て
一

○
六
六
年
に
は
じ
め
て
『
千
金
方
』
を
刊
行
し
た
。
⑧
の
い
わ
ゆ
る
北
宋
大
字

本
（
『
備
急
千
金
要
方
』
）
が
こ
れ
で
あ
る
が
、
現
存
し
な
い
。
次
い
で
小
字
本
な

い
し
は
元
祐
本
（
一
○
八
六
’
一
○
九
四
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

こ
れ
も
伝
わ
ら
な
い
。
南
宋
紹
興
（
二
三
一
’
二
六
二
）
中
に
至
り
、
元
祐

本
を
介
し
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
そ
の
翻
刻
本
が
出
た
。
◎
で
あ
る
・
こ
れ
は

後
修
本
が
唯
一
わ
が
国
の
歴
史
民
族
博
物
館
に
現
存
す
る
（
重
文
・
旧
米
沢
本
）
。

宋
刊
本
に
次
ぐ
古
版
本
に
元
刊
『
重
刊
孫
真
人
備
急
千
金
要
方
』
が
あ
る
。
◎

と
し
た
も
の
が
そ
れ
で
、
日
本
・
中
国
・
台
湾
に
六
点
ほ
ど
の
い
ず
れ
も
同
版

本
が
伝
存
し
て
い
る
。
現
在
流
布
し
て
い
る
『
千
金
方
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
道
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（
九
）

蔵
』
所
収
九
十
三
巻
本
を
含
め
、
す
零
へ
て
林
億
ら
宋
改
本
に
由
来
す
る

図
ｂ
未
宋
改
本
『
新
雛
孫
真
人
千
金
方
』
（
静
嘉
堂
本
）
の
当
該
部
分

の
医
学
版
本
の
目
ぽ
し
い
も
の
ｌ
た
と
え
ば
宋
版
『
外
台
秘
要
方
』

な
ど
ｌ
と
照
合
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
前
述
の
宋
改
◎
南
宋
版
『
備
急
千
金
要
方
』
や
。
元
版
『
重
刊
孫
真
人
備
急
千
金
要
方
』
の
巻
十

（
八
）

三
、
胸
痒
第
七
の
首
に
類
文
の
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
す
な
わ
ち
図
の
ａ
に
傍
線
を
も
っ
て
示
す
部
分
で
あ
る
が
、
字
句
も
細
部
に
お
い
て

多
食
異
る
う
え
、
字
詰
の
関
係
か
ら
し
て
も
当
残
紙
に
同
定
す
る
こ
と
は
不
能
で
あ
る
。

（
九
）

そ
こ
で
次
に
未
宋
改
⑧
南
宋
版
『
新
雛
孫
真
人
千
金
方
』
の
当
該
部
分
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
図
ｂ
に
示
す
ご
と
く
、
当
残
紙
の

文
字
を
あ
た
か
も
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
で
埋
め
る
よ
う
に
合
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
も
は
や
当
残
紙
を
未
宋
改
刻
本
『
千
金
方
』
に
同
定
す

る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
か
ろ
う
。

し
か
し
当
残
紙
を
た
だ
ち
に
⑧
南
宋
刻
本
、
す
な
わ
ち
静
嘉
堂
文
庫
蔵
未
宋
改
本
と
同
一
版
本
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
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０

０

図
ｃ
『
敦
埋
宝
蔵
』
第
五
十
五
冊
所
収
、
砕
片
○
七
九
号
の
写
真
⑥
で
は
「
生
薑
四
両
枳
殼
二
両
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
マ
ス
・
へ

（
右
上
第
二
番
目
が
恥
四
七
八
に
該
当
）
・
・

ロ
は
「
生
薑
建
両
枳
殼
司
両
」
と
報
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
医
方
書
に
お
け
る
処
方
の
薬
用
量
の
度
量
衡
数
字
は
、
宋
版

で
は
一
・
二
・
三
・
四
…
…
の
普
通
漢
数
字
、
元
（
な
い
し
は
南
宋
末
）
版
で
は
壹
・
試
・
参
・
髭
：
．
．
：
の
繁
体
漢
数
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
誤
伝
を
避
け
る
た
め
の
処
置
で
あ
る
。
た
と
え
ば
前
述
の
◎
と
◎
の
版
本
の
関
係
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
版

式
が
全
く
同
一
で
、
数
字
の
承
が
四
↓
津
、
二
↓
気
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
カ
ラ
ホ
ト
の
歴
史
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
当
残
紙
は
南
宋

末
か
ら
元
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
⑥
の
翻
刻
本
と
鑑
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
は
元
刻
で
あ
ろ
う
。

『
千
金
方
』
Ｉ
し
か
も
林
億
ら
宋
臣
の
校
訂
を
受
け
な
い
刻
本
ｌ
が
辺
境
の
地
カ
ラ
ホ
ト
に
運
ば
れ
て
当
時
読
ま
れ
、
全
三
○
と
い
う
巻

冊
（
お
そ
ら
く
七
○
○
余
葉
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
）
の
う
ち
、
わ
ず
か
半
葉
に
も
足
り
ぬ
小
片
が
流
沙
の
中
に
埋
も
れ
て
残
り
、
そ
れ
が
今
日
わ

れ
わ
れ
に
新
種
の
版
本
の
存
在
を
証
明
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
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表
す
る
。

二
、
右
の
『
千
金
方
』
は
静
嘉
堂
文
庫
に
唯
一
現
存
す
る
未
宋
改
南
宋
版
『
新
雛
孫
真
人
千
金
方
』
の
同
版
本
に
基
づ
く
元
（
も
し
く
は
南
宋

末
）
の
翻
刻
本
の
巻
十
三
第
十
四
葉
表
の
下
半
部
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
従
来
存
在
の
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
種
の
版
本
で
あ
る
。

竺
、

一

あ
る
。西

域
出
土
医
薬
書
に
関
す
る
諸
資
料
を
恵
贈
さ
れ
、
本
知
見
を
得
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
下
さ
っ
た
三
木
栄
博
士
の
御
厚
情
に
深
謝
の
意
を

（
二
）
三
木
栄
「
西
域
出
土
医
薬
文
献
総
合
解
説
目
録
」
、
『
東
洋
学
報
』
、
第
四
七
巻
一
号
（
一
九
六
四
）
に
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
三
）
マ
ス
ペ
ロ
は
こ
の
よ
う
に
「
人
」
の
字
に
解
す
る
が
、
誤
り
。
後
述
の
結
論
お
よ
び
図
ｂ
か
ら
し
て
、
と
れ
は
「
営
」
、
す
な
わ
ち
上
字
の
「
習
」

を
重
ね
る
記
号
と
ゑ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
四
）
宮
下
三
郎
「
宋
版
備
急
千
金
要
方
に
つ
い
て
」
、
『
米
沢
善
本
の
研
究
と
解
題
』
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
・
同
志
社
東
方
文
化
講
座
委
員
会
（
一
九
五

八
）
所
収
。

（
一
）
本
稿
は
昭
和
六
十
一
年
七
月
の
日
本
医
史
学
会
例
会
（
於
順
天
堂
大
学
医
学
部
）
で
発
表
し
た
「
敦
煙
・
黒
城
出
土
文
書
に
関
す
る
新
知
見
三
種

ｌ
『
明
堂
経
』
『
千
金
方
』
『
崔
氏
方
Ｅ
と
題
す
る
講
演
の
う
ち
、
『
千
金
方
』
に
関
す
る
部
分
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
『
明
堂
経
』
に
関

す
る
部
分
は
す
で
に
拙
稿
弓
敦
煙
文
書
』
中
の
医
薬
文
献
（
そ
の
４
）
」
、
『
現
代
東
洋
医
学
』
第
八
巻
一
号
（
一
九
八
七
）
、
ま
た
『
崔
氏
方
』
に

関
す
る
部
分
は
弓
敦
煙
文
書
」
中
の
医
薬
文
献
（
そ
の
２
と
、
『
現
代
東
洋
医
学
』
第
七
巻
二
号
（
一
九
八
六
）
で
若
干
ふ
れ
て
あ
る
の
で
、
こ
こ

ス
タ
イ
ン
が
今
世
紀
初
カ
ラ
ホ
ト
で
発
掘
し
、
マ
ス
。
へ
ロ
が
解
読
し
た
印
刷
医
書
の
残
片
侃
四
七
八
）
は
『
千
金
方
』
の
一
部
分
で

謝 ま
と
め

で
は
省
略
し
た
。

注
お
よ
び
文
献

辞
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目
目
届
弓
〕
閉
己
胃
骨
鳥
目
弓
⑦
四
ａ
○
①
ご
弓
巴
シ
、
冒
固
ｘ
で
ａ
冨
○
目
）
号
①
国
旨
、
房
胃
昌
凹
邑
醗
時
シ
ニ
昌
堅
聾
①
甘
く
陸
前
・

〆
ず
い
門
鼻
ぽ
Ｏ
８
國
昌
Ｑ
８
員
ａ
Ｑ
貝
胃
８
８
盲
唱
ｏ
匙
⑦
閏
８
ぐ
四
宮
○
儲
昏
①
時
⑦
守
局
的
烏
湧
．
Ｐ
３
国
一
ｇ
ｍ
Ｓ
帛
箇
唱
扁
旨
尉
ｇ
ｏ
丘

Ｑ
ｏ
ｇ
目
】
⑦
旨
誘
乏
曾
①
ざ
戸
冒
Ｑ
ｏ
旨
芹
冨
切
①
×
も
ａ
冨
○
目
．
、
胃
琴
①
、
①
言
ｇ
①
曾
閏
邑
呉
①
Ｑ
四
国
二
月
ｍ
８
月
胃
旦
ず
望
昏
①
蜀
埼
①
目
呂
切
言
○
］
ｏ
唱
胃

へ

へ へ

○九八
耳一軍

へ

セ
ン

へへ

六諄
嘗し

弓
崇
吊
の
信
冒
鄙
。
“
ご
ｏ
①
旦
岸
①
白
雪
○
・
一
『
の
旦
冨
四
の
己
①
８
章
の
固
○
の
色
白
の
具
の
○
国

の
胃
シ
宮
門
里
の
訂
冒
㎡
尿
壷
四
門
四
庫
５
８
国
閏
の
画
く
胃
ざ
画

小
曽
戸
洋
「
千
金
方
と
千
金
翼
方
」
、
『
現
代
東
洋
医
学
』
、
第
五
巻
二
号
（
一
九
八
四
）
。

同
書
は
黄
丞
烈
が
嘉
慶
四
年
（
一
七
九
九
）
に
元
刻
と
称
さ
れ
る
『
千
金
方
』
の
版
本
を
閲
検
し
、
宋
改
を
経
な
い
宋
刻
本
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

て
購
入
し
た
も
の
。
そ
の
後
い
く
人
か
の
蔵
を
経
て
陸
心
源
の
入
手
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
現
存
部
は
全
三
○
巻
中
、
巻
一
’
五
、
十
一
’
十

五
、
二
十
一
’
三
十
の
計
二
○
巻
、
残
り
は
元
版
（
巻
二
十
の
象
は
明
版
）
で
補
配
し
て
あ
る
。
黄
王
烈
・
陸
心
源
ら
は
こ
れ
ら
を
北
宋
刊
本
と
見

倣
し
た
が
、
筆
者
は
調
査
の
結
果
、
「
敦
」
字
の
欠
筆
を
随
所
に
検
出
し
た
。
「
敦
」
字
は
南
宋
の
光
宗
惇
の
避
諄
字
に
あ
た
る
か
ら
、
二
九
○
年

代
以
前
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
前
掲
（
五
）
論
文
参
照
。

永
正
ｌ
天
正
年
間
（
一
五
○
四
’
一
五
九
一
）
に
わ
た
っ
て
抄
写
さ
れ
て
き
た
も
の
。
巻
一
の
承
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
『
真
本
千
金
方
』
と

題
す
る
松
本
幸
彦
の
模
刊
本
が
あ
る
。
処
方
の
な
い
巻
一
の
零
本
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
問
題
と
し
な
い
。

い
ま
江
戸
医
学
館
影
宋
本
に
よ
る
。
巻
十
三
の
第
二
十
一
葉
、
表
第
三
行
Ｉ
裏
第
十
行
。
元
版
も
字
詰
こ
そ
異
る
が
、
字
句
は
ほ
ぼ
同
じ
。

巻
十
三
の
第
十
四
葉
表
。
図
ｂ
の
囲
象
線
は
筆
者
に
よ
る
。

黄
永
武
編
。
一
九
八
一
年
よ
り
台
湾
か
ら
刊
行
。
第
一
’
五
十
五
冊
に
は
ス
タ
イ
ン
文
書
が
収
め
ら
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

す
ぐ

国
辱
ｇ
匡
宍
○
ｍ
○
弓
○
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HenriMasPeroandpublishedafterhisdeath.Amongthesewasafragmentofamedicaltextwhich

hadbeenprinted(woodcut).

AlthoughMasPerowasnotawareofwhatthisdocumentwas,theauthor,afterexamining,it

arrivedatthefbllowingconclusions:

1.Thisfifagment(No.478)isfi･omthe､@QjanJinFang".

2．Thiseditionofthe"QianJinFang"isfromtheYuanperiod,whenitwasprintedasareprint

ofaSouthernSungperiodeditionthatwasnotrevisedintheNorthernSungperiodThis.fifagment

isfi､omthefirsthalfofthel4thleafofthel3thchapter・Theexistenceofthisprintingofthe

@$QjanJinFang''wasnotknownupuntilthisdiscovery.

函
つ
園

（
因
め
）




